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介
す
る
﹁
精
霊
﹂
と
し
て
の
凧
の
存
在
論
、
あ
る
い
は
神
学
が
、
洋
の

東
西
を
跨
ぐ
全
球
的
な
比
較
文
化
的
視
野
で
、
い
ま
こ
そ
期
待
さ
れ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

議
論
は
懇
親
会
会
場
に
場
を
移
し
て
続
け
ら
れ
た
。
地
下
鉄
サ
ン
・

ポ
ー
ル
の
駅
近
く
、﹁
二
十
の
ワ
イ
ン
﹂
と
題
す
る
若
い
日
本
人
経
営

の
小
さ
な
店
。
画
廊
を
兼
ね
て
お
り
、
パ
リ
在
住
の
日
本
人
写
真
家
、

清
真
美
︵
き
よ
し
・
ま
み
︶
に
よ
る
日
本
の
凧
職
人
に
取
材
し
た
写
真

の
展
覧
会
が
開
か
れ
て
い
た
。
同
じ
作
品
展
は
、
日
文
研
で
も
、
セ
シ

ル
・
ラ
リ
氏
のevening sem

inar

に
併
せ
、
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い

る＊

。
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国
際
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︶

 

︵
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は
二
月
七
日
に
実
施
さ
れ
た
。

「
近
代
中
国
革
命
の
思
想
的
起
源

―
日
本
か
ら
の
建
国
思

想
の
受
容
を
中
心
に
」
第
一
回
共
同
研
究
会
の
感
想

楊
　
　
　
際
　
開

二
〇
一
八
年
四
月
二
八
︱
二
九
日
に
亘
っ
て
、
小
生
の
主
催
に
よ
る

共
同
研
究
会
﹁
近
代
中
国
革
命
の
思
想
的
起
源

︱
日
本
か
ら
の
建
国

思
想
の
受
容
を
中
心
に
﹂
の
第
一
回
研
究
会
が
行
わ
れ
た
。
初
日
は
戦

争
史
家
の
姜
克
實
氏
と
中
国
外
交
史
家
の
岡
本
隆
司
氏
に
基
調
講
演
を

お
願
い
し
た
の
で
、
お
二
人
の
講
演
の
主
旨
や
意
味
を
中
心
に
感
想
を

し
る
し
た
い
。

初
日
に
は
姜
克
實
氏
と
岡
本
隆
司
氏
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ

た
。
ま
ず
は
姜
克
實
氏
の
講
演
の
﹁
近
代
化
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
、
ア
ジ
ア
主
義
の
位
相

︱
日
本
の
ア
ジ
ア
主
義
と
革
命
﹂
と
い
う

演
題
に
お
け
る
問
題
提
起
を
取
り
上
げ
た
い
。
姜
氏
か
ら
見
れ
ば
、
日

本
の
ア
ジ
ア
主
義
と
近
代
中
国
革
命
は
、
い
わ
ば
﹁
国
家
的
情
念
﹂
か

ら
生
ま
れ
た
双
子
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
よ
う
だ
。﹁
ア
ジ
ア
主
義
に

は
近
代
と
伝
統
に
ま
た
が
る
二
つ
の
側
面
が
あ
り
、
近
代
の
側
面
︵
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
︶
は
中
国
の
革
命
、
近
代
国
家
の
成
立
を
も
た
ら
し
た

が
、
伝
統
的
側
面
は
、
戦
前
の
﹁
大
ア
ジ
ア
主
義
﹂
的
国
家
関
係
を
つ
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く
り
、
ま
た
ア
ジ
ア
に
お
け
る
市
民
社
会
の
形
成
を
妨
げ
、
戦
前
日
本

の
天
皇
制
国
家
と
、
今
日
の
「
特
色
あ
る
社
会
主
義
」
の
社
会
基
礎
を

孕
ん
だ
」
と
い
う
。
確
か
に
日
本
の
ア
ジ
ア
主
義
は
「
政
治
主
義
」

（
植
村
和
秀
『
丸
山
真
男
と
平
泉
澄

―
昭
和
期
日
本
の
政
治
主
義
』

柏
書
房
、
二
〇
〇
四
年
参
照
）
の
延
長
に
あ
り
、
中
国
現
代
国
家
の
政

治
的
起
源
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
（
趙
軍
『
中
国
に
お
け
る
大
ア
ジ
ア

主
義
：
「
聯
日
」
と
「
抗
日
」
の
あ
い
だ
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
一
八
年
参
照
）。

楊
度
の
鉄
血
（
帝
国
）
主
義
、
梁
啓
超
の
大
民
族
主
義
及
び
孫
文
の

大
ア
ジ
ア
主
義
は
、
そ
の
象
徴
的
な
存
在
で
あ
る
。
改
良
派
と
革
命
派

の
立
場
の
違
い
は
、
満
州
王
朝
と
い
う
国
体
を
温
存
す
る
の
か
、
漢
民

族
の
「
国
体
」
を
つ
く
る
の
か
に
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
彼
ら
の
明
治
日

本
観
と
関
わ
っ
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
の
政
治
史
は
日
中
間
の
政
治
的
敵

対
関
係
を
存
在
論
的
に
と
ら
え
て
き
た
（
衛
藤
瀋
吉
『
東
ア
ジ
ア
政
治

史
』
東
京
大
学
出
版
社
、
一
九
六
八
年
参
照
）。
ア
ジ
ア
主
義
が
中
国

革
命
と
近
代
国
家
の
成
立
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
姜
氏
の
指
摘
は
、
実

際
に
満
・
漢
・
蒙
・
蔵
・
苗
・
回
を
合
一
す
る
「
大
民
族
」
を
唱
え
た

梁
啓
超
の
果
た
し
た
役
割
を
思
え
ば
、
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
中
国
現
代
国
家
の
政
治
的
起
源
と
い
う
別
の
研
究
課
題
に
な
る
。

梁
啓
超
の
大
国
民
主
義
と
浮
田
和
民
の
西
洋
レ
ン
ズ
の
大
国
民
主
義
と

の
「
思
想
連
鎖
」
的
な
関
係
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
日
本
発
信
の
「
大
ア

ジ
ア
主
義
」
は
日
清
・
日
露
戦
争
を
経
て
日
本
国
民
全
体
の
思
想
的
傾

向
と
な
っ
た
。

マ
ル
ク
ス
史
観
は
「
天
皇
制
」
を
標
的
に
し
、「
天
皇
制
」
を
無
く

さ
な
い
と
、
自
説
が
成
り
立
た
な
く
な
る
。
対
し
て
ア
ン
チ
・
シ
ス
テ

ム
論
の
グ
ロ
ー
バ
ル
史
観
は
「
天
皇
」
を
「
制
」
＝
シ
ス
テ
ム
と
切
り

離
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
性
の
出
発
点
と
し
て
そ
の
存
在
理
由
を
評
価
す

る
。
明
治
維
新
後
の
廃
藩
置
県
は
中
国
の
郡
県
制
の
最
後
の
到
達
点
と

し
て
、
中
国
式
の
君
主
主
権
を
人
民
主
権
に
転
換
さ
せ
る
契
機
が
含
ま

れ
て
い
る
。
明
治
維
新
後
、
伊
藤
博
文
は
シ
ュ
タ
イ
ン
な
ど
の
立
憲
思

想
を
利
用
し
て
、
天
皇
に
キ
リ
ス
ト
教
の
代
理
機
能
を
付
与
し
よ
う
と

し
、
後
の
丸
山
眞
男
の
近
代
主
義
的
な
政
治
学
を
生
み
出
し
た
わ
け
だ

が
、
解
釈
次
第
で
、
天
皇
の
意
味
は
、
太
平
天
国
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト

教
受
容
に
対
峙
す
る
東
ア
ジ
ア
文
明
の
存
在
論
的
な
砦
と
も
な
り
得

る
。
近
代
日
本
は
太
平
天
国
後
、
清
朝
中
国
と
の
秩
序
再
建
の
競
争
に

登
場
し
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
神
の
国
の
発
見
は
、
も
う
一
つ
の
東
ア
ジ
ア
文
明
の
精
神
の

発
見
で
も
あ
る
。
そ
も
そ
も
吉
田
松
陰
は
太
平
天
国
の
衝
撃
を
受
け
、

西
洋
レ
ン
ズ
の
帝
国
観
か
ら
脱
出
し
て
、
東
ア
ジ
ア
文
明
規
模
の
天
下

観
に
目
覚
め
た
。
太
平
天
国
は
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
最
初
の
ア
ン
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チ
・
シ
ス
テ
ム
論
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
運
動
で
あ
る
。
松
陰
の
道
徳
的

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
西
洋
の
衝
撃
か
ら
在
来
文
明
の
存
在
論
的
基
盤
を
保

守
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
法
原
た
る
天
皇
に
外

見
化
・
礼
儀
化
し
て
、
東
ア
ジ
ア
文
明
の
政
治
的
客
観
化
の
道
が
開
か

れ
た
の
で
あ
る
。
漢
字
や
儒
教
の
天
下
観
念
は
彼
に
と
っ
て
自
己
の
存

在
証
明
で
あ
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
も
あ
っ
た
。
幕
末
か
ら
維
新

を
推
進
し
て
き
た
幕
末
志
士
の
道
徳
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
こ
そ
、
東
洋
文
明

の
存
続
を
可
能
に
し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
出
発
点
が
ア
ン
チ
・
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
つ
ま
り
明
治
維
新
を
生
み
出
し
た
動
機
は
幕
府
統
制
か

ら
の
解
放
だ
け
で
は
な
く
、
在
来
文
明
を
保
守
す
る
こ
と
に
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
ア
ン
チ
・
シ
ス
テ
ム
運
動
は
日
清
戦
争
を
へ
て
シ

ス
テ
ム
運
動
に
変
わ
っ
て
い
く
。
近
代
の
戦
争
は
革
命
に
起
源
し
、
や

が
て
国
家
統
一
の
名
義
で
、
道
徳
強
制
が
強
い
ら
れ
て
い
く
。

東
ア
ジ
ア
は
皇
帝
権
と
文
︵
書
き
言
葉
︶
と
の
世
界
だ
け
で
は
な

く
、﹁
地
方
﹂
統
治
権
と
言
︵
話
し
言
葉
︶
と
の
世
界
で
も
あ
る
。
東

ア
ジ
ア
秩
序
に
お
い
て
日
本
、
ベ
ト
ナ
ム
、
朝
鮮
、
チ
ベ
ッ
ト
、
蒙

古
、
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
、
満
州
、
各
省
と
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
ほ
ぼ
同

格
だ
が
、
明
治
日
本
を
は
じ
め
、
西
洋
化
さ
れ
て
い
く
う
ち
に
、
東
ア

ジ
ア
の
文
明
全
体
が
存
在
論
的
な
危
機
に
晒
さ
れ
は
じ
め
た
。
こ
こ
か

ら
東
ア
ジ
ア
の
王
道
を
守
る
た
め
の
大
東
亜
戦
争
論
が
出
て
く
る
。
覇

道
日
本
に
王
道
の
精
神
を
読
み
取
っ
た
中
国
近
代
革
命
が
、
そ
の
思
想

的
起
源
の
日
本
を
自
ら
の
来
歴
と
し
て
語
る
の
と
同
じ
問
題
で
あ
る
。

﹁
伝
統
﹂
と
﹁
近
代
﹂
と
は
二
分
法
的
な
対
立
関
係
で
は
な
い
。
ま

た
﹁
任
侠
﹂
の
挫
折
か
ら
国
家
・
国
民
意
識
の
誕
生
と
い
う
姜
氏
の
論

法
も
、
吉
田
松
陰
な
ど
の
幕
末
思
想
と
辛
亥
革
命
と
の
接
点
を
念
頭
に

置
い
て
い
な
い
。
国
家
建
設
に
も
﹁
任
侠
﹂
的
な
道
徳
的
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
必
要
で
あ
る
。
近
代
的
国
家
・
国
民
意
識
よ
り
も
、
吉
田
松
陰
的
な

汎
ア
ジ
ア
的
天
下
思
想
と
﹁
大
ア
ジ
ア
的
﹂
国
家
関
係
と
の
違
い
に
着

目
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。﹁
市
民
﹂
を
論
ず
る
と
き
、﹁
天
下
﹂
を
管
理

す
る
﹁
公
民
﹂︵
鈴
木
正
幸
な
ど
編
﹃
比
較
国
制
史
研
究
序
説
﹄
柏
書

房
、
一
九
九
二
年
参
照
︶
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え

ば
、
小
路
田
泰
直
は
﹁
日
本
の
支
配
層
は
そ
の
主
権
の
創
造
を
、
ア
ジ

ア
的
﹁
三
元
性
﹂
の
頂
点
に
立
つ
教
養
官
僚
制
の
文
化
的
同
化
力
の
読

み
か
え
に
託
し
た
﹂︵
同
書
、
三
二
五
頁
︶
と
主
張
す
る
が
、
吉
田
松

陰
は
柳
宗
元
を
道
統
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
朱
子
学
的
道
統
観
を
政

治
学
的
に
再
解
釈
し
た
。
士
道
︵
官
僚
・
学
者
︶
に
近
代
的
な
公
民
の

意
味
合
い
を
付
与
し
、﹁
三
元
性
﹂
を
﹁
二
元
性
﹂
に
す
る
こ
と
で
は

な
く
、﹁
三
元
性
﹂
と
の
機
能
的
連
続
性
を
保
ち
な
が
ら
、
そ
の
道
統

的
な
中
味
を
道
徳
か
ら
政
治
に
変
え
た
の
で
あ
る
。

徂
徠
学
的
な
﹁
外
﹂
的
・
政
治
学
的
思
考
は
山
陽
・
松
陰
を
経
て
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﹁
内
﹂
的
に
道
徳
化
さ
れ
、
行
動
主
義
に
走
り
、
明
治
維
新
後
、
近
代

国
家
思
想
の
土
俵
の
上
に
王
覇
論
と
し
て
再
構
成
さ
れ
て
い
く
が
、
韓

非
子
の
思
想
は
専
制
擁
護
か
ら
社
会
統
合
に
そ
の
現
代
的
意
味
が
見
出

さ
れ
た
。
山
陽
思
想
と
幕
臣
と
の
関
連
と
い
う
濱
野
靖
一
郎
氏
の
指
摘

も
大
変
興
味
深
い
。
幕
臣
も
明
治
維
新
の
立
役
者
な
の
で
あ
る
。
昨

今
、
議
論
の
土
俵
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
変
わ
っ
て
い
る
な
か
で
、
人

権
思
想
を
共
通
の
ベ
ー
ス
と
し
て
、
山
陽
や
松
陰
に
よ
る
日
本
発
信
の

孟
子
学
的
仁
義
論
は
地
球
規
模
の
﹁
天
下
﹂
に
関
す
る
言
説
に
な
り
う

る
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
か
ら
岡
本
隆
司
氏
の
ご
講
演
の
意
味
が
出
て

く
る
。
つ
ま
り
、
翻
訳
概
念
は
目
的
で
は
な
く
、
在
来
文
明
自
己
保
存

の
手
段
と
考
え
て
よ
い
。

東
洋
の
﹁
近
代
﹂
は
か
つ
て
、
社
会
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
西
洋
流
の

近
代
国
民
国
家
に
移
し
替
え
た
。
い
ま
も
う
一
度
近
代
国
家
の
コ
ン
テ

ク
ス
ト
を
ア
ン
チ
・
シ
ス
テ
ム
論
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
移
し
替
え
る

と
、
日
本
に
お
け
る
宗
教
的
な
経
験
が
蘇
っ
て
く
る
。
例
え
ば
、
田
尻

祐
一
郎
は
富
士
講
に
つ
い
て
こ
う
語
っ
て
い
る
。﹁
伝
統
的
な
神
話
に

権
威
づ
け
ら
れ
た
天
皇
な
ら
ぬ
、
富
士
山
を
中
心
と
し
米
︵
菩
薩
︶
を

基
軸
と
す
る
新
し
い
神
話
の
﹁
う
つ
り
は
じ
め
﹂
と
し
て
の
天
子
を
日

本
の
中
心
に
位
置
付
け
た
﹂︵
源
了
圓
・
玉
縣
博
之
編
﹃
国
家
と
宗
教

︱
日
本
思
想
史
論
集
﹄
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
二
年
、
三
二
六
頁
︶。

民
間
宗
教
は
国
家
神
道
と
異
な
る
理
由
で
天
皇
を
支
え
て
い
る
。
こ
こ

に
わ
れ
わ
れ
は
清
朝
体
制
に
替
わ
る
日
本
発
信
の
ア
ジ
ア
秩
序
の
新
た

な
胎
動
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
問
題
は
権
力
に
よ

る
職
業
の
独
占
な
の
か
、
そ
れ
と
も
職
業
の
由
来
を
裏
付
け
る
民
間
宗

教
な
の
か
︵
深
谷
克
己
﹃
民
間
社
会
の
天
と
神

︱
江
戸
時
代
人
の
超

越
観
念
﹄
第
一
章
、
啓
文
舎
、
二
〇
一
五
年
参
照
︶
と
い
う
力
と
理
念

レ
ベ
ル
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
最
高
権
力
た
る
天
子
像
の
転
換

︱

権
原
か
ら
法
原
に
関
わ
る
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
の
問
題
で
も
あ
る
。
日
本
は

そ
の
達
成

︱
政
治
と
宗
教
と
の
分
離
に
よ
り
、
東
ア
ジ
ア
法
文
化
圏

に
お
け
る
特
別
な
貢
献
を
成
し
遂
げ
て
い
る
。

植
村
和
秀
氏
は
、
民
間
宗
教
信
仰
の
レ
ベ
ル
で
、
特
に
石
原
莞
爾
の

﹃
世
界
最
終
戦
論
﹄
の
宗
教
的
由
来
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
植
村
氏

は
在
来
文
明
の
存
在
理
由
を
﹁
文
﹂
で
は
な
く
、﹁
武
﹂
で
決
着
す
る

と
い
う
石
原
莞
爾
の
﹃
世
界
最
終
戦
論
﹄
の
立
場
を
披
露
し
て
い
る
。

東
亜
の
王
道
を
守
る
た
め
の
戦
争
史
観
は
、
山
東
曲
阜
に
駐
屯
し
た
日

本
軍
が
な
ぜ
孔
子
廟
、
孟
子
廟
を
守
り
、
礼
拝
を
し
た
か
の
説
明
に
な

る
。
林
房
雄
が
提
起
し
た
東
亜
百
年
戦
争
史
観
に
は
中
国
近
代
革
命
が

始
終
存
在
し
て
い
る
。
廃
藩
置
県
か
ら
日
清
戦
争
、
辛
亥
革
命
、
北

伐
、
満
州
事
変
、
そ
し
て
中
国
共
産
党
に
よ
る
制
覇
と
い
う
流
れ
の
根

底
に
あ
る
の
は
、
シ
ス
テ
ム
論
的
な
進
歩
史
観
で
あ
る
。
満
洲
事
件
に
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よ
る
自
治
か
ら
建
国
へ
の
転
換
は
主
権
に
よ
る
縄
張
り
意
識
が
形
成
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
友
と
敵
の
分
か
れ
目
は
日
清
戦
争
で
あ
る
。

水
林
彪
氏
の
問
題
提
起
に
応
え
る
た
め
に
も
日
本
を
も
含
む
東
ア
ジ

ア
文
明
と
い
う
視
点
が
必
要
で
あ
る
。
水
林
氏
は
マ
ル
ク
ス
の
用
語
を

援
用
し
、
明
治
維
新
が
社
会
︵
市
民
︶
と
国
家
︵
公
民
︶
と
の
二
元
性

を
作
り
出
し
た
と
見
て
い
る
が
、
実
際
に
近
代
日
本
の
﹁
公
民
﹂
は
帝

政
中
国
の
﹁
公
民
﹂
と
は
内
的
結
合
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
日
本
的
な

公
民
の
政
治
倫
理
を
根
拠
付
け
た
の
は
吉
田
松
陰
に
由
来
す
る
宗
教
に

寛
容
な
柳
宗
元
の
人
役
説
︵
徂
徠
の
﹁
苦
厄
介
﹂
説
︶
で
あ
る
。
日
本

の
グ
ロ
ー
バ
ル
性
は
東
ア
ジ
ア
文
明
と
切
り
離
し
て
は
語
れ
な
い
。
中

国
近
代
革
命
の
道
徳
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
日
本
由
来
で
あ
る
。

全
体
の
感
想
と
し
て
、
太
平
天
国
、
尊
皇
攘
夷
運
動
、
明
治
維
新
、

近
代
中
国
革
命
、
北
伐
、
満
州
事
変
、
日
中
戦
争
は
ウ
ェ
イ
ス
タ
ン
・

イ
ン
パ
ク
ト
に
対
し
て
、
東
ア
ジ
ア
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め
る

性
格
の
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。

 

︵
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
外
国
人
研
究
員
︶

基
礎
領
域
研
究
「
英
文
日
本
歴
史
研
究
書
講
読
」
を
開
講
・

担
当
し
て

牛
　
村
　
　
　
圭

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
隆
盛
の
な
か
で

巷
間
に
は
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
﹁
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
英
語
﹂
教
授
を
掲
げ
る
外
国
語
学
校
が
か
な
り
あ
る
。
大
学
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
も
、
従
来
のL

istening &
 Speaking

に
加
えC

om
pre-

hensive

な
ど
と
銘
打
っ
た
英
語
科
目
が
目
に
つ
く
。
喜
ば
し
い
現
状

と
思
う
。
う
ら
や
ま
し
く
さ
え
感
じ
る
。
顧
み
れ
ば
自
分
が
大
学
の
教

養
課
程
に
学
ぶ
学
部
学
生
の
折
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る

英
語
の
授
業
を
と
り
た
く
て
も
、
そ
う
い
う
先
生
は
き
わ
め
て
少
数
派

だ
っ
た
。
せ
い
ぜ
い
で
き
る
こ
と
は
と
い
え
ば
、
ラ
ジ
オ
の
英
語
会
話

番
組
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
録
音
し
て
繰
り
返
し
聴
く
こ
と
だ
っ
た
。

そ
れ
を
思
え
ば
、
隔
世
の
感
を
お
ぼ
え
る
。

だ
が
、
そ
の
一
方
で
気
が
か
り
な
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
学
の

授
業
で
訳
読
を
中
心
に
据
え
た
英
文
精
読
の
ク
ラ
ス
が
か
な
り
減
じ
て

き
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
高
等
学
校
で
も
、
日
本
人
教
師
に
も

日
本
語
で
は
な
く
英
語
を
使
っ
て
英
語
を
教
授
す
る
こ
と
が
推
奨
さ




